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＜研究概要＞ 
本研究は、WE リーグ開幕を通して WE Action などの取り組みが選⼿個⼈や組織に及ぼ

す影響・効果を解明することを⽬的とし、選⼿のキャリア形成⾯などへの影響を中⼼に⼥
⼦プロサッカー選⼿・クラブの現状調査を⾏うものである。 
2021 年９⽉に⽇本初の⼥⼦プロサッカーリーグ（WE リーグ）が開幕した。リーグは

「⼥⼦サッカー・スポーツを通じて、夢や⽣き⽅の多様性にあふれ、⼀⼈ひとりが輝く社
会の実現・発展に貢献する。」という理念を掲げるとともに、リーグに関わる⼈々がこの
理念を実現するために輪となり、私たち（WE）みんなで起こす⾏動（Action）「WE 
Action」の取り組みを始めた。リーグが中⼼となり、各クラブがそれぞれの地域へ社会貢
献活動を実施することは、スポーツ界において新しい取り組みである。本研究では、WE
リーグ・クラブが実施する WE ACTION DAY の取り組みが組織内部（クラブや選⼿）に
どのような影響を与えるのか、また、選⼿のキャリア形成へはどのような影響を与えてい
るのかの現状を調査を⾏う。WE リーグが⾏う新たな取り組みが与える影響に着⽬するこ
とで、アスリートのキャリア形成及びスポーツ組織の在り⽅への⽰唆を与えるという点で
の社会的貢献を⽬指す。 
 

＜研究報告＞ 
1. WE リーグ事務局とのミーティングで⾒えた研究課題 

 2021 年８⽉ 31 ⽇に、WE リーグ事務局の⽅々、主査である東海林祐⼦先⽣と WE
リーグへの研究介⼊相談及び現状把握のためのミーティングを⾏なった。 
WE リーグでは開幕前後に選⼿に対して WE ミーティングの開催や、選⼿たちの⾏動
規範となる「クレド」を発表し、選⼿たちへの WE リーグの意義やプロ選⼿であるこ
となどへの共通理解を積極的に⾏なっている。例えば、第１回WE ミーティングで
は、「⼥⼦プロサッカー選⼿として⾃分達に何ができるのか」などのテーマについて、
岡島チェアと各クラブの代表選⼿各 1名がたちが意⾒交換を⾏った。このような取り
組みは初めての試みであり、選⼿たちからも「ミーティングをやってよかった」とい
う意⾒があったという。また、リーグ期間中も試合のないクラブは、「WE ACTION 
DAY」という活動を⾏うことになっており、選⼿たちが地域や社会とつながる機会を
設けている。実際の各クラブの活動は以下の表 1 の通りである。 



 

 
⽇付（2021 年） 活動チーム 活動内容 

9⽉ 12 ⽇ ジェフ千葉L 「⼀⼈ひとりが輝く社会とは」オンラインフォーラム開催、ボランティア活動（清掃活

動、フードドライブの仕分け作業） 

9⽉ 19⽇ INAC神⼾ 「地域の皆さんとホームタウンクリーンアップ」清掃活動 
9⽉ 25⽇ 浦和レッズ L 「プロの姿勢を⼥⼦中学⽣に伝授」サッカースキルアップスクール、清掃活動 

10 ⽉ 2 ⽇ ノジマ相模原 「サッカーでインクルーシブな社会を！」障がいがある⼦供たちと交流 

10 ⽉ 9⽇ アルビ新潟 「輝ける未来を共に創ろう」サッカーを起点に働く⼥性のロールモデルを発信、（トークシ

ョー、サッカー教室） 

10 ⽉ 12-17⽇ ⼤宮VENTUS 「新しい⾵（ventus）と共に」多彩なプログラムを実施（障がい者サッカー教室、清掃活動、

ブラインドサッカー） 

10 ⽉ 30 ⽇ マイナビ仙台 「サッカーのまち、⼥性活躍のまち、利府町から⼤きな輪を」3つのイベントを実施（トーク

ショー、おうちトレーニング体験、サッカーふれあい体験） 

11 ⽉ 7⽇ 広島レジーナ 「ファミリーと共に⼀⼈ひとりが輝く社会を」SDGsをテーマに 4 つのイベント（清掃活動、

ブラインドサッカー体験、⼦育て世代の⼥性の就職活動をサポートする機関の PR活動、マイ

ナンバー申請サポート応援イベントトークショー） 

11 ⽉ 13 ⽇ ⽇テレベレーザ 「ベレーザドリームプロジェクト〜⼥性活躍の未来へ」北区の⼥⼦⾼⽣やガールズと合同練

習会商店街訪問 

11 ⽉ 20 ⽇ ⻑野パルセイロ 「スポーツを通じて地域と共に輝く未来を」ボッチャ⼤会、サッカー教室 

12 ⽉ 5⽇ エルフェン埼⽟ 「⼦供たちの未来に夢や希望を！」児童養護施設の⼦供たちと交流、トークセッション 

表 1：WE ACTION DAY の内容と取り組み例（参照：WE リーグ HP, https://weleague.jp/weaction/） 

 
WE ACTION DAY は、前期・後期の 2回ずつ⾏うこととなっており、全部で 22 の活動が
⾏われることとなっている。このピッチ外活動を通して、クラブ・選⼿たちはどのような
変化があるのかを調査していきたい。 
WE リーグ事務局の⽅々とお話しする前は、クラブが選⼿をどのようにサポートしている

のか（キャリア⾯や⽇常⾯など）、選⼿たちがピッチ外の活動や社会課題に対してどのく
らい関⼼を持っているのかについて、リーグ開幕後に調査を開始することを考えていた。
しかしながら、選⼿たちがプロ選⼿に成り⽴ててであり、リーグがまだ始まっていないと
いう⾯からリーグの前期シーズン終了後や 1 年後に調査をした⽅が良いと事務局の⽅から
アドバイスをいただいた。そのため、調査⾃体はまだ実施できていないが、経過観察とと
もに、他国の⼥⼦サッカー選⼿の「ピッチ外活動」を調べた上で、今後実施するアンケー
トでの着眼点と研究課題の明確化及びリサーチクエスチョンの再設定を⾏った。 
 

 



2. 海外の⼥⼦サッカー選⼿のピッチ外活動 
海外の⼥⼦サッカー選⼿の「ピッチ外活動」について調査を⾏った。対象は、東京オリ

ンピック 2020 の⼥⼦サッカー競技でベスト 4になったカナダ・スウェーデン・アメリ
カ・オーストラリアの 4カ国として、東京オリンピックのホームページの選⼿情報を参考
とした。各国の代表選⼿たちの肩書きは「Athlete」と表記されているが、⼀部の選⼿は
Athleteに加えてビジネスオーナーやコンサルタント、（サッカーの）コーチ、基⾦の設⽴
などサッカー選⼿だけに留まらず様々な活動やチャレンジをしていることがわかった。中
には選⼿同⼠が共同して会社を⽴ち上げているケースもあり、サッカー選⼿という職業や
経験を活かしてピッチ外でも活躍していることがわかった。⺟親として育児と選⼿を両⽴
している選⼿や、性についてのカミングアウトをすることで社会的に影響⼒を持った選⼿
もおり、海外の⼥⼦サッカー選⼿たちは、⾃ら積極的にピッチ外の活動に取り組んでいる
ことが窺えた。 
 

 
3. リサーチクエスチョン 
本研究では、「キャリア形成」を「サッカーや多様な経験を通して⾃⾝の価値や役割と

の関係を持続的・継続的に⾒出していく中で、職業能⼒＜サッカー選⼿としての活動やク
ラブの社会貢献活動、その他の活動を通して⾝に着ける能⼒・ライフスキル ＞や知的熟
練＜サッカー関連の知識（指導者ライセンススキル等）、サッカー以外での学習・興味/関
⼼＞を作り上げていくこと」と定義する。その上で、以下の RQを設定した。 
 
RQ: WE リーグ・クラブが実施する「WE ACTION：社会貢献活動などの取り組み」は、
組織内部（クラブ・選⼿）にどのような影響をもたらすのか？ 
 ・選⼿のキャリア形成にどのような影響を与えるのか？ 
 ・何（どの活動・事）が選⼿のキャリア形成や意識に影響を与えるのか？ 
 ・選⼿のプロ選⼿としての意識や⾏動に影響を与えるのか？ 
 ・クラブ組織の成熟度にはどのような影響を与えているのか？ 
 
WE ACTION のような取り組みは、WE リーグの独⾃の取り組みであり、⽇本のプロスポ
ーツ界でも初めての新しい取り組みである。 
社会と接点を持つように定められた取り組み・環境（選⼿へ意図的にリーグ内部から社会
との接点を持つように⽤意された環境）は、選⼿のキャリア形成及び各クラブの成熟度に
与える影響についての問いを設定し、アンケート調査を通して明らかにしていく。 

 
 
 



＜今後の展望＞ 
 アンケート実施（予定：2022 年 3 ⽉〜6⽉）を実施を通して、リーグやクラブが社会的
な取り組みを積極的に取り⼊れることが、プロ選⼿たちの意識や⾏動/キャリア形成・意
識に変化を与えるきっかけになることがわかれば、プロリーグのチームは積極的にそのよ
うな取り組みを⾏うべきであることが⽰唆できる。また、選⼿たちも主体的に取り組みを
⾏なったり、取り組みの結果を通して⾃⾝のキャリアにポジティブな影響を与えているこ
とが分かれば、WE リーグの新しい取り組みは、リーグ・クラブの社会的認知アップや地
域とのつながり向上だけでなく、選⼿へのポジティブな影響を与えることができる取り組
みであると証明することができるだろう。 
本研究を通して、他スポーツや他国のスポーツリーグへの⽰唆及び WE リーグモデルを

⽰し、⼥⼦サッカー及びスポーツの価値向上に貢献していきたい。 
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